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監査事務② 
（R5.1.17～1.25） 

 

研修受講に関する留意事項（受講生用） 
 
１ 提出書類について 

次の提出書類を作成し、指定した方法により期限までに提出してください。 
なお、提出書類の作成に当たっては、当研修所のホームページ（※）からダウンロードした様式

を必ず使用していただくとともに、下記の記入要領を参照してください。 
※ 当研修所ホームページ［https://www.jamp.gr.jp/］ 
「研修案内」⇒「研修一覧」（本研修の位置へ）⇒「研修受講に関する留意事項・提出書類一覧」 

※ 電子メールで提出する場合は、必ずメールの件名を【科目名、所属団体名、氏名】としてくださ
い。（例）【監査事務②、●●市、幕張太郎】事前課題提出書類の提出について 

 
【記入要領】 
（１） 研修受講申告書 

・ 記入に当たっては、「研修のしおり」及び研修資料等をよく読み、内容を理解して、研修所
のルール等について承諾のうえ、受講生本人が必要事項を記入してください。 

・ 「所属歴」については、現職及びその１つ前の「所属名及び職名」を記入してください。
（例：○○局○○部○○課○○係主事） 

・ 「現在の所属及び職名」に記入していただいた内容は、研修時に配布する名簿等に使用し
ます。 

・ 「現在の職層」については、該当する選択肢にチェックしてください。 
・ 「連絡事項」については、身体の障がい、重度の食物アレルギー等、生活面等での取り扱い
について、研修所で特に配慮や対応を要望する事項がある場合に必要事項を記載してくださ
い。 

提出書類 提出方法 提出期限 
（１）研修受講申告書（様式１） 

メールで提出 
（k-tannai@jamp.gr.jp） 

12月 7日（水） 
12：00 

（２）事例演習資料（様式２） 
(３）監査の概況に関する調査（様式３） 
(４）「監査実務の要点」受講者アンケート（様式４） 
(５）目標設定シート（様式５） 研修当日 １ 部持参 
(６）－①「チェックリスト」 

研修当日 ３ 部持参・提出 
（また、提供可能な方はデータを USBメモリ等で持参） 

(６）－②「マニュアル」 
(６）－③「監査記録」 
(７）－①「全体会計貸借対照表」 

研修当日 １ 部持参 
（手持ち資料として） 

(７）－②「全体会計行政コスト計算書」 
(７）－③「全体会計資金収支計算書」 
(７）－④「決算カード」 

https://www.jamp.gr.jp/
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・ 「クラス役員に関する意向確認」については、該当する選択肢にチェックしてください。
研修期間中は、研修を円滑に運営するため、受講生の皆様にクラス役員（代表幹事、副幹事、
教室委員、演習座長）をお願いしております。役割等については「研修のしおり」（P.1）をご
確認ください。 

・ 「研修フォローアップ調査に関する意向確認」については、該当する選択肢に☑チェックし
てください。研修フォローアップ調査に「応じてもよい」と回答し、調査対象に選ばれた場
合は、研修受講後に、受講生の所属長及び受講生本人に、研修フォローアップ調査（Ｗｅｂ
アンケートに回答していただく形式を予定）についての協力依頼をお送りします。所属長に
意向を確認の上、回答してください。 

（２） 事例演習資料（様式２） 
「事例演習」において、班別で情報交換をする際の基礎資料となるものです。別紙「事例演

習について」を参照の上、各自治体の監査事務局で現実に起こったトラブル事例を記載してく
ださい。 
事例演習資料が研修生全員から提出された後、演習テーマとして複数選定します。選定され

た演習テーマについて、あらためて 12 月下旬に、研修受講申告書に記載いただいたメールアド
レス宛てお知らせします。当該テーマについて「事例演習検討シート」を作成し、研修当日に
３部持参してください。 

（３） 監査の概況に関する調査（様式３） 
「事例演習」等の課目において、情報交換をする際に役立てる資料として活用します。この

調査票は、研修生全員分を印刷し、研修初日に配布します。 
（４） 「監査実務の要点」受講者アンケート（様式４） 

「監査実務の要点」の講義を実施する上での参考とするために提出をお願いするものです。 
（５） 目標設定シート（様式５） 

項目１～３について記入のうえ、研修当日持参してください。研修最終日に項目４を記入し
ていただいた後、提出していただきます。 

（６） ①「チェックリスト」、②「マニュアル」、③「監査記録」 
演習班での情報交換のため監査の実務で使っている「チェックリスト」や「マニュアル」、

「監査記録」に定まった様式があればそのサンプルなど、他市町村の方に提供してよいものを
３部持参してください。 

持参いただく３部の取り扱いは、次のとおりです。 
２部：講師用、当研修所用（各資料に「団体名」を記載。） 

研修初日の「開講オリエンテーション」において提出していただきます。 
取りまとめができ次第、研修生全員が閲覧可能なように教室に資料を設置します。 

１部：ご自身の手持ち資料 
なお、両面印刷で差しつかえありません。また、例年、研修生の方から「これらの
資料を電子データでほしい」という意見が多いことから、データ提供可能な場合は、
研修当日にＵＳＢメモリ等でお持ちください。 
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（７） ①「全体会計貸借対照表」、②「全体会計行政コスト計算書」、③「全体会計資金収支計算書」、

④「決算カード」 
「決算等の審査～財務諸表の活用による財務分析～（講義・演習）」（１月２４日（火）大

塚 成男講師）の演習において、ご自身の自治体のこれらの財務書類を使用します。ご自身
の自治体のホームページ等を確認した上で、無い場合は財政担当部署に問い合わせいただき、
ご用意をお願いします。すべて令和２年度版にそろえることが適していますが、一部が他の
年度版になる場合は、すべての書類の年度を統一するようにお願いいたします。 

 
２ 研修で使用する用具等について  

 「電卓」を必ずお持ちください。 
 
 
３ その他留意事項 
・ 「研修のしおり」をよく読んだ上で、研修に参加してください。「研修のしおり」は、当研修所
のホームページに掲載しています。（※「受講生の方へ」⇒「研修のしおり」） 

・ 本研修の「時間割」は、研修約１ヵ月前を目途に当研修所のホームページに掲載します。（※「研
修案内」⇒「研修一覧」（本研修の位置へ）） 

・ 感染症防止対策として、マスクを各自持参し着用してください。 
・ 当研修所に入所した際に、緊急連絡先等の情報を記入していただきますので、緊急時に連絡の
取れる方と、その連絡先を事前に確認しておいてください。 

・ 研修期間中におけるレポート作成の際は、当研修所内の PC（IT 教室）をご利用いただけます
が、PCの台数や利用時間に限りがありますので、PC を持参いただくことをご検討ください。 

・ 当研修所では、新型コロナウイルス感染症の感染予防の措置を講じた上で計画に基づいて研修
を実施しているところですが、今後の感染拡大の諸状況によっては、研修の開催を中止又はオン
ラインに振り替えて実施する場合があります。 

 

【連絡先】 
 市町村職員中央研修所（市町村アカデミー） 
  担当教授：松村 克彦 （調査研究部） E-mail k-matsumura@jamp.gr.jp 
  担当主査：丹内 久美子（  〃  ） E-mail k-tannai@jamp.gr.jp 

〒261-0025 千葉市美浜区浜田１丁目１番 
電 話 043-276-3127（調査研究部） ＦＡＸ 043-276-3329（調査研究部） 


